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１．日 時 平成１９年１１月１６日�金 午前１０時～午後６時

２．場 所 グランドプリンスホテル新高輪 東京都港区高輪３―１３―１

３．参 加 者 ・中小企業経営者
・中小企業支援機関関係者（都道府県等中小企業政策部局，支援セン
ター，商工会議所，商工会，中央会等の役職員）
・報道メディア
・中小企業診断士等

経済産業省が平成１９年２月に通常国会に提

出した「中小企業地域資源活用促進法」が，

平成１９年６月に施行される見通しである。こ

れを受け，経済産業省，農林水産省，国土交

通省など６省が連携して，地域の中小企業者

を対象に，総合的に支援を行う施策パッケー

ジである『中小企業地域資源活用プログラ

ム』が創設される予定である。

このプログラムは，地域経済が自立的・持

続的な成長を実現していくために，各地域の

「強み」となりうる地域資源（産地の技術，

地域の農林水産品，文化財等観光資源）を活

用した，中小企業による新商品・新サービス

の開発・市場化に対して，強力な支援を実施

することにより，５年間で１，０００の新事業創

出を目指している。

これらの動きのなかで，地域資源を活用し

た地域中小企業の商品・サービス開発や販路

開拓，さらには海外展開等への取り組みに対

しては，マーケティングやブランド戦略の構

築に精通した人材が求められているところで

ある。

これまでにもわれわれ中小企業診断士は，

地域のものづくりやまちづくり支援等による

地域中小企業者への経営診断・助言を通じて，

地域経済の活性化に貢献してきているが，今

後は，地域資源が有する潜在的な価値につい

て広く情報を提供するとともに，将来に向け

た事業化支援，マーケティングやブランド戦

略の構築を必要とする中小企業への高度な経

営診断・助言能力が，一層求められてくると

考えられる。

そこで，平成１９年度の「中小企業経営診断

シンポジウム」は，中小企業診断士による地

域資源を活用した地域中小企業の取り組みへ

の支援事例やその成果を発表することで，中

小企業診断士の社会的評価の向上と活動分野

の拡大を図るため，「地域資源を活用した地

域中小企業の取り組みを支援する中小企業診

断士」～地域資源を活用した支援のトップラ

ンナーを目指して～を統一テーマとして開催

する。併せて，中小企業診断協会各支部（支

会）及びその会員グループによる調査研究報

告等の発表を行うことで，中小企業診断士の

資質の向上を図ることを目的とする。

平平成成１１９９年年度度
「「中中小小企企業業経経営営診診断断シシンンポポジジウウムム」」開開催催ののごご案案内内
統一テーマ「地域資源を活用した地域中小企業の取り組みを支援する中小企業診断士」

～地域資源を活用した支援のトップランナーを目指して～
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４．内 容
�１ 中小企業診断士による地域資源活用支援事例に関する論文発表及び審査・・・４編
�２ 中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループによる「支部調査・研究報
告書」，「研究会報告書」，「委託事業報告書」等の発表・・・４編

５．表 彰
�１ 中小企業診断士による地域資源活用支援事例に関する論文発表者
最優秀賞１名，優秀賞１名，佳作２名に対し，副賞として最優秀賞１０万円，優秀賞
５万円，佳作各３万円を贈呈

�２ 中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループによる「支部調査・研究報
告書」，「研究会報告書」，「委託事業報告書」等に関する論文発表者
入選４編に会長賞，副賞として各１０万円を贈呈

６．当日スケジュール等

�１ 中小企業診断士による地域資源活
用支援事例に関する論文発表

�２ 中小企業診断協会各支部（支会）
及びその会員グループによる「支部調
査・研究報告書」，「研究会報告書」，「委
託事業報告書」等に関する論文発表

・発表者１名が発表論旨を３０分にとり
まとめた意見の発表を行う。
・引き続き，発表者・参加者を含めて
討論に入り，最後に審査委員より質
問と講評を行う。
�１ 発表者発表 ３０分
�２ 相互討論（質疑応答及び発表者補
足） １０分

�３ 審査委員講評 １０分
・タイムスケジュール
１３：００～１３：５０ 第１時限
１４：００～１４：５０ 第２時限

休 憩
１５：１０～１６：００ 第３時限
１６：１０～１７：００ 第４時限
１７：００～１７：３０ 審査委員会
１７：３０～１８：００ 表 彰 式

・あらかじめ選定した発表者１名が報
告書論旨を４０分にとりまとめた発表
を行う。
�１ 発表者発表 ４０分
�２ 相互討論（質疑応答及び発表者
補足） １０分

・タイムスケジュール
１３：００～１３：５０ 第１時限
１４：００～１４：５０ 第２時限

休 憩
１５：１０～１６：００ 第３時限
１６：１０～１７：００ 第４時限
１７：３０～１８：００ 表 彰 式



中小企業診断士による地域資源活用支援
事例に関する論文発表者募集のご案内

１．応募論文の内容
�１ 未発表のもの
�２ 統一テーマに即したものであり，かつ以下の要件を備えているもの
【論文内容】
①すでに記事，論文等で同様な趣旨のものが発表されているものでなく，内容に新規
性（応用可能性，発展性）等があるもの
②分かりやすい表現で事例・図表等を用いて，説得力のある内容で書かれているもの
③支援に至った経緯，支援の具体的方法や支援内容，成果等が明確に整理されて記載
されているもの

【支援内容】
①中小企業に対する支援事例が，実効性があり，効果があると判断されるもの
②地域資源を活用した中小企業に対する支援事例が，他の地域や資源の活用に応用が
可能なものであり，かつ，発展性があると認められるもの

※なお，支援先については，社会的にも経済的にも，健全な経営活動等を行っているものに限ります。
�３ 文体は「～である。」「～した。」とし，引用した第三者の論文，図表等は出典（著
者名，書名，発行社名，発行年度，引用ページ）を必ず明記して下さい。

２．応募論文の提出
�１ 提出枚数：４００字詰め１５枚以内（ワープロ原稿 A４判４０字×３０行で５枚以内）とし，

枚数には図表を含む
�２ 連絡先等：住所，氏名，所属支部，登録番号，連絡先電話番号，FAX番号，メールアド

レスを論文冒頭に明記して下さい（この部分は，原稿枚数には含みません）。
�３ 提 出 先：〒１０４―００６１ 東京都中央区銀座１―１４―１１ 銀松ビル５F

�社 中小企業診断協会 シンポジウム係
TEL ０３―３５６３―０８５１ FAX ０３―３５６７―５９２７
E―メール kaiin@j–smeca.or.jp

�４ 提出期限：平成１９年８月２０日�月 必着 ※但し応募論文は，お返ししません。
�５ 応募制約：平成１６・１７・１８年度のシンポジウムにおいて，中小企業庁長官賞を受賞

された方の応募はご遠慮下さい。
３．発表者の選定
入選論文発表者４名の選定は，当協会予備審査委員会において行います。
なお，選定結果は９月中旬に当協会より応募者全員に通知します。

４．発 表
�１ 発 表 日：平成１９年１１月１６日�金
�２ 発表会場：グランドプリンスホテル新高輪 東京都港区高輪３―１３―１
なお，論文発表者には当協会規程による旅費を支給します。

５．発表方法
発表論旨を３０分にとりまとめ，意見発表を行っていただきます。

６．表 彰
入選論文発表後，入選論文について審査委員会が当日審査し，最優秀賞１編（副賞１０
万円），優秀賞１編（副賞５万円），佳作２編（副賞各３万円）をそれぞれ選定し，表彰し
ます。なお，共同研究論文については，当日の発表者１名のみが表彰の対象になります。



中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループ
による「支部調査・研究報告書」，「研究会報告書」，

「委託事業報告書」に関する論文発表者募集のご案内

１．応募資格
過去３年以内に，中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループの研究チー
ムとして作成した「支部調査・研究報告書」，「研究会報告書」，「委託事業報告書」等で
支部長の推薦を得たグループ。

２．応募報告書等の提出
�１ 提出内容：報告書２冊及び報告書要約版（ワープロ原稿 A４判４０字×３０行で１０枚以

内：図表含む）
所属支部，当日発表予定者１名の氏名，住所，連絡先電話番号，FAX
番号，メールアドレスを記入してください。

�２ 提 出 先：〒１０４―００６１ 東京都中央区銀座１―１４―１１ 銀松ビル５F
�社 中小企業診断協会 シンポジウム係
TEL ０３―３５６３―０８５１ FAX ０３―３５６７―５９２７
Eメール kaiin@j–smeca.or.jp

�３ 提出期限：平成１９年８月６日�月 必着

３．発表者の選定
入選発表者４名の選定は，当協会予備審査委員会において行います。
なお，選定結果は９月中旬に当協会より応募者全員に通知いたします。

４．発 表
�１ 発 表 日：平成１９年１１月１６日�金
�２ 発表会場：グランドプリンスホテル新高輪 東京都港区高輪３―１３―１
なお，発表者には当協会規程による旅費を支給します。

５．発表方法
あらかじめ中小企業診断協会各支部（支会）及びその会員グループで選定した代表者
１名が報告書論旨を４０分にとりまとめた発表を行っていただきます。

６．表 彰
入選報告書４編について，それぞれ会長表彰するとともに副賞として１０万円を授与し
ます。


